
諏訪形自治会 会員交流親睦会
諏訪形誌活用委員会企画行事

諏訪形の教育関連遺跡を歩く
諏訪形誌を歩く（第3回）

期 日 ５月 ２９日 （日）

時 間 ９時～１２時
・参加される皆さんは午前９時に祥雲寺にご集合ください。
※祥雲寺の場所は別紙の「ウォーキングマップ」をご参照ください。

・祥雲寺から諏訪形橋まで約１ｋｍですが、歩くのがたいへんという方は１０時に三
好町公民館前でお待ちください。「諏訪形橋」以降、合流して歩いていただきます。

・諏訪形自治会役員が三好町公民館前でお待ちしています。

講 師 諏訪形誌活用委員会 北沢 伴康 顧問
諏訪形誌活用委員会 栁澤 公一 委員長

行事責任者 稲垣 康史 （諏訪形自治会副自治会長）

予定コース
祥雲寺（御所－亮功学校跡 集合）

御所の筆塚
荒神宮への道しるべ

約１ｋｍ

御所の古井戸

諏訪形橋（ここで歩く距離が短い皆さんと合流）

城下尋常小学校跡（上田電鉄城下駅周辺）

上田高校プール跡（高田屋旅館さん付近） 約１ｋｍ

小菅訓導遭難碑

若宮学校（智仁学校）跡 約６５０ｍ

諏訪形公民館（解散）

三好町公民館

上田橋

城
下
駅

キーバンク

千曲
建設

この件についてのお問い合わせ先
三好町
郵便局 稲垣 敦史 （諏訪形誌活用委員会）

CellｰPhone ：070-4154-5189
城下小学校へ Ｅ－ｍａｉｌ：suwagatashi@gmail.com
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諏訪形の教育関連遺跡を歩く 資料
諏訪形誌を歩く（第３回）



祥雲寺

上田市御所の「祥雲寺」は天正年間（１５７３年～１５９２年＝戦国時代の終わり近く）に清月和
尚の開基と伝えられている古刹です。しかし残念ながら、寛保２年（１７４２年）の千曲川大洪水、
いわゆる「戌の満水」により建物や文献はすべて失われてしまいました。水害の数年後には仮の庫裡
兼本堂が建てられたと記録されています。本格的な寺院再建は檀徒の
方々にとって永年の悲願でしたが、平成５年（１９９３年）、ようやく
本堂と庫裡が全面改修され、現在の姿となりました。

祥雲寺に寺宝として伝わる「龍の顎の玉（能作生珠＝のうさおのた
ま）」は元禄年間（１６８８年～１７０４年）に活躍した高僧、廣岸が
雨乞いなどの祈祷の折りに使っていたものとされています。しかし、
この寺宝は「戌の満水」で流失してしまいました。ところが、埴科の
村人が、千曲川の河原で夜な夜な光る所を見つけ、掘り出してみると
桐箱が出てきました。この箱には「祥雲寺」と記されていたため、祥
雲寺に届けられたと伝えられています。

明和７年（１７７０年）には雨乞いのために、藩命によって村役人や郡奉行が参加して祥雲寺で祈
祷を行ったとも記録されています。

祥雲寺 寺のあゆみ（御所自治会刊『御所のあゆみ』より）

祥雲寺は真言宗の寺で、本山は京都の智積院（ちしゃくいん）
です。開山は天正年間、清月和尚によると伝えられています。
来歴がはっきりしないのは、別資料でも述べているとおり、寛
保２年（１７４２年）の千曲川大洪水（戌の満水）で堂宇、仏
具、資料などがことごとく流失してしまったためです。

流失の数年後、現在寺がある場所
の民家２軒を買い受け、堂を兼ねた
庫裡を建設したと記録されています。
当時の檀家数は３０戸ほどだったこ
とから、寺の再建はたいへんなこと
だっただろうと考えられますが、人々 改築前の祥雲寺
の信仰心の厚さを感じることができま
す。その後、天保年間（１８３０年～１８４４年）には、堂の西側に瓦
葺きの本堂と座敷が増築されました。また、大屋根の中央には魔除けと
して、鍾馗（しょうき）像が置かれています。これは、この地域では珍
しいことで、「二度と災害に遭わないでほしい」という人々の願いが伝
わってきます。

現在の建物は平成３年（１９９１年）に全面改築されたものです。別
資料では「平成５年」となっていますが、引用文献から考えて、この「平

鍾馗像 成３年」が正しいものと思われます。なお、旧本堂前には盆栽風のすば
らしい赤松があったけれど、残念ながら移植の際に枯れてしまった、と
のことです。

御所自治会刊『御所のあゆみ』より

戌の満水とは…

寛保２年（１７４２年）の千曲川大洪水は、この年が壬戌（みずのえいぬ）の年にあたるため、「戌
の満水（いぬのまんすい）」と呼ばれています。信濃国の千曲川・犀川流域では旧暦の８月１日（現
在の暦では１７４２年８月３０日）の被害が特に大きく、流域全体では亡くなった人は２８００人を
超えると言われます。また、千曲川本流の堤防決壊だけでなく、山沿いの小河川の氾濫なども各所で
発生するなど、未曾有の大災害だったと記録されています。上田市秋和の正福寺にはこの時に亡くな
った人々を弔うための塚が造られています。

なお、この時の大雨は近畿中部地方にたいへん大きな災害をもたらしました。また、関東地方でも
利根川、荒川、多摩川などが一斉に大洪水となり、「関八州全域に被害が及び、田畑の水没流失は８
０万石に及ぶ」と記録されています。

「戌の満水で関八州に８０万石の被害」とはどれくらいの面積を指すのかという疑問がありまし
た。「１石は１００坪と言われていた」という話があり、それから計算すると、８０万石は２５０
ｋ㎡強となります。ちょっとピンとこない広さですが、これは東京２３区の面積の約４０％、東京
ドーム（のグラウンドの広さの）の２５０００倍というかなり大きな被害になります。

参考資料 東信ジャーナル社「寺の宝」
ウィキペディア



寺宝「龍の顎の玉（能作性の珠＝のうさしょうのたま）」

「龍の顎の玉（能作性の珠）」は、あらゆる苦を取り除く珠、
とのことです。元禄年間（１６８８年～１７０３年）に「祥
雲寺中興の祖」と言われる「廣岸和尚」が勧進し、祈祷に対
して霊験あらたかだったとされています。「戌の満水」で流失
したものの埴科郡で発見され、箱書きから祥雲寺に返された
と伝えられています。

この珠は秘宝とされており、現在の祥雲寺住職の奥様も見た
ことがない、とのことですが、御所自治会発行の『御所のあ
ゆみ』には写真も掲載されており、「今まで非公開だった」と
記載されています。

祥雲寺と雨乞い（御所自治会刊『御所のあゆみ』より）

大干ばつの際、藩命によって祥雲寺に小泉組（室賀、小泉、上田原、
築地、神畑、下之条や城下地区の１１ヶ村）の村人や村役人を集め、奉
行も参加して雨乞いを行ったという記録が何回かあります。伊勢社（御
所神社）に残された『山神大権現講中』には次のような記載があります。

文政四年、前代未聞の干魃にて春より夏中大旱りにて塩田辺田作仕
付相ならず、之に依りて処々神社仏閣にて雨乞い之有り候といえども
そのしるしなく、然る所、祥雲寺寺宝「能作性」御玉にて出先河端に
おいて二夜三日、雨乞い之あり候ところ、御玉のきとくや雨ふりきた
り一統悦に入り候。

なお、『御所の歴史』には、明和７年（１７７０年）と天保７年
（１８３６年）にも小泉組が祥雲寺で雨乞いを行った、と記載されてい
るとのことです。 山神大権現講中

祥雲寺と亮功学校『諏訪形誌』 ７５ページ 「１ 初等教育の始まり」

城下地区では明治６年（１８７３年）、御所村の祥雲寺に「亮功学校（りょうこ
うがっこう）」が設けられ、中之条村、御所村、諏訪形村、小牧村の子どもたちが
通うようになりました。亮功学校が開校した当時、ここに通学した子どもの数は、
男子９４人、女子６０人、合わせて１５４人でした。しかし、学校へ行けなかった
子どもも６３人いて、就学率はおよそ７０パーセントでした。

荒神宮への道しるべ
『諏訪形誌』 ２７３ページ 「コラム 荒神宮への道しるべ」

荒神宮への道しるべが、御所地区の田子のぶ子宅筆塚のそばにあります。昭
和二十年代の終わりころ、御所公会堂から県道上田稲荷山線へ通ずる道を消防
道路に拡幅工事した際に出土したものを、現在の位置に移転してあります。大
きさは、高さ６０センチメートル、横幅４２センチメートルの丸みを帯びた自
然石です。表面には、左手の人差し指で行き先を示し、その下に「くハう志ん
（＝こうじん）」と線刻されています。

いつごろ造られたものかはわかりませんが、字体から判断して、江戸時代ま
で遡るものではないかと思われます。御所地区以西の埴科や更級方面からも参
詣人があり、その人たちに道しるべとして利用されました。当時の荒神宮信仰
が庶民に行きわたっていたことがわかります。

筆塚の脇に置かれている「荒神宮への道標」は昭和２０年代、道路工事中に出土したもので、中
之条から諏訪形、小牧方面に通じる現在の県道脇に置かれていたもののようです。「昔は今以上に
荒神さんへの参拝客が多かったから、このような道標が必要だったのでしょう」と『御所のあゆみ』
では述べています。



筆塚『諏訪形誌』 ２８１ページ 「４ 筆塚」

「筆塚」は、寺子屋の子弟たちが師匠を偲ぶために、また使い古した筆などを供養するために建立
された記念碑です。幕末から明治初期にかけて、諏訪形にも寺子屋があったことから、「筆塚」があ
っても良さそうなのですが、なぜか、この地域の「筆塚」は須川の観音堂の脇だけに建立されていま
す。

この塚は高さ１．３メートル、幅１．０７メートルの菱形の自然石に雄渾な筆致で「筆冢」と彫ら
れています。碑面には「元治元年（１８６４年）」の建立年も刻まれています。元治元年と言えば、
尊皇攘夷か佐幕かといった激動の時代で、明治維新の四年前の年です。諏訪形の若者たちは、やがて
やって来る新しい時代に備えて教養を身につけておかなければ、という熱い思いで勉学に励んでいた
のかもしれません。このような「筆塚」は小牧と須川御所建立されています。

御所の筆塚は田子家の庭にあります。田子家は代々、眼科医を業としていて、
昭和初期までは「真珠散」という目薬の販売も行っていました。また、田子家
では当主が代々「田子栄三（えいさん）」を名のり、初代栄三（恭頼）は寛政元
年（１７８９年）から５０人あまりの弟子に教えていたと記録されています。
２代目栄三（尚廉）は文久元年（１８６１年）まで３００人あまりの弟子がい
ました。３代目栄三（温廉）は文久２年（１８６２年）から明治６年（１８７
３年）までに１８０人の弟子を教育しました。温廉の弟子のだった諏訪形の宮
下理兵衛はその後、明治元年（１８６８年）から明治６年（１８７３年）まで
諏訪形で寺子屋を開き、５０人あまりの子どもたちに教えました。。

田子家の筆塚は２代目栄三（尚廉）の弟子にあたる上条則重らが、嘉永６年
（１８５４年）に師を讃えて建立したものです。

参考文献：『御所のあゆみ』

なお、『諏訪形誌（ｗｅｂ版）』の「諏訪形には「筆塚」はないのか？」も併せてご覧いただけた
ら幸いです。

古井戸

『諏訪形誌』とは関係ないのですが、途中に「古井戸」があります。

御所自治会で設置した説明板によると、この「田玉家の井戸」は
文化６年（１８１０年）２月６日に造られた、と石に彫られている
珍しい井戸である、とのことです。また、積み石に柱を立てる溝が
残っていることから、屋根付きだったことがわかります。

諏訪形橋
『諏訪形誌』 ４７～４８ページ 「４村内の主要道路
の整備（２）城下村の里道の整備」

城下村が管理する道路（里道）の整備も進められました。
それらの中には、諏訪形区が管理を受持つ箇所もありました。
明治３４年（１９０１年）の記録によると、東組細川銀右衛
門、中組窪田光江、小林林治、西組栁澤萬八、須川横林重兵
衛がそれぞれ代表を務める地域の里道が整備され、整備費用
は総額で１６６円１６銭余りであったと記されています。

城下村の里道整備の過程では、次のようなエピソードも残
っています。明治２３年（１８９０年）、最初の上田橋が架
設されると同時に、通称「二線路」が竣工しました。この道
路の工事の際、二ヶ村堰にかけられた橋の名前が「諏訪形橋」
とされたことに対し、当時の御所区から「橋が架けられた場
所は大字御所なので、橋の名称を変更してほしい」という、
次のような嘆願書が県知事に提出されました。

↑現在の「諏訪形橋」付近ですが
昔の面影はありません



橋名御改称願
小県郡上田町ヨリ東筑摩郡松本町ニ達スル第二線路工事竣工ニ付開道式御挙行相成候処上田橋ノ

南方ニ至ル橋名之儀諏訪形橋卜名称セラレシ候得共該橋梁ノ地籍ハ大字御所ニシテ字赤岩卜糠田ト
ノ間ニ架設セラレタルモノニシテ大字諏訪形ニハ毫モ関係コレナク然ルニ無縁故ノ大字名ヲ以テ橋
名トセラレ候節ハ将来歴史上影響ヲ及ボシ且ハ地籍上紛議ヲ生ジ候ヤモ計リ難ク候間御詮議ノ上御
改称相成リ度連印ヲ以テ此段願イ奉リ候也

明治二十三年四月三日
御所区長 柳澤儀八
同伍長総代 田玉逸作
諏訪形区長 細川吉郎

長野県知事 殿
『御所村の歴史』より引用

この場所は現在の大字諏訪形（新井地籍）と大字御所との境界に接していますが、図面上ではあき
らかに諏訪形分と判断できます。『三好町史』によると、昭和１８年（１９４３年）に描かれた三好
町商店街の図面にはその橋の名前が「諏訪形橋」となっているので、橋の名称変更願は取りあげられ
なかったものと思われます。また、橋名の変更願いに諏訪形区長の名前がありますが、どのような事
情があったのかはわかりません。

なお、昭和４５年（１９７０年）に三代目の上田橋が完成した時に国道１４３号が拡幅整備され、
「諏訪形橋」も撤去されました。二ヶ村堰の水路は国道の下に地下道とともに整備され、現在に至っ
ています。

最初の城下小学校『諏訪形誌』 ７６～７７ページ 「２ 城下尋常小学校の開校」

明治１９年（１８８６年）４月になると新たに「小学校令」が公布され、６歳から１４歳までの間
に４年間、義務教育として尋常小学校で学ぶことになりました。また、「小学校令」によって、諏訪
形、小牧、御所、中之条等の七つの村が一つの学区となり、諏訪形村の「若宮学校」は御所村の「亮
功学校」や上田原村の「弘教学校」等と統合されて「中之条学校」となりました。校名は「中之条学
校」になりましたが、校舎はそれぞれの学校にあったものをそのまま使っていました。

明治２２年（１８８９年）の「市町村制」施行によって城下
村が誕生すると、旧「若宮学校」を本校、旧「亮功学校」を支
校とする「城下尋常小学校」が開校しました。また、旧「弘教
学校」は上田原村に移って「川辺尋常小学校」となりました。

次の年の明治２３年（１８９０年）には、本校と支校に分か
れていた「城下尋常小学校」が、城下村のほぼ中央にあたる諏訪形の新井地籍（現上田電鉄城下駅西
側一帯）へ移転し、新校舎が建設されました。これによって、「城下尋常小学校」の本校であった以
前の「若宮学校」と、支校であった以前の「亮功学校」はなくなりました。

諏訪形区は城下尋常小学校建設にあたり、金６０円（現在の金額だとおよそ１２０万円）の寄付と、
人夫延べ１４７人を提供しました。これに対して、明治２７年（１８９４年）、諏訪形区は長野県知
事から感謝状と木盃一個を授与されています。その後大正１１年（１９２２年）、城下尋常小学校は
諏訪形９２８番地に移転し、現在に至っています。

参考文献『学校誌しろした』



上田高校旧プール跡
『諏訪形誌』 １５１～１５２ページ

「６ 長野県立上田中学校（現上田高等学校）プール」

昭和５年（１９３０年）、上田中学校では生徒の体位向上などの
ため、水泳部が創設されました。創設当時の練習場所は千曲川など
であったため、十分な練習ができませんでした。このようなことか
ら、昭和８年（１９３３年）、プールを建設するための「水泳場建
設委員会」ができ、学校に近い適当な用地を探しました。その結果、
諏訪形の堀尻地籍（現高田屋旅館東側）の民有地と一部市有地あわ
せて約300坪（約10アール）の土地が使えることになり、同窓会
が借り上げて、プールが建設されました。 プールがあった場所は現在

では住宅地となっていて、
プールの大きさは、東西２５メートル、南北１５メートル、深さ１． 往時の面影はありません。

１５から１．４５メートルで、付属建物として管理人室、脱衣所、ト
イレなどが整備されました。また、敷地北東の隅に井戸を掘り、一馬力のモーターポンプ室が作られ
ました。プールの水量は約５３０立方メートルで、このポンプでいっぱいにするのには、ほぼ一昼夜
かかりました。

故窪田作美さん（窪田善雄自治会長の父上）が当時の上田中学校水泳部に所属しておられたとの
ことで、上の写真を提供していただきました。なお、これらの写真は『諏訪形誌（web版）』に掲
載されています。

このプールは同年７月２１日に竣工式を迎えました。プールの建設にあたっては、上田中学校の生
徒たちが資材の運搬をすべて行うなどのこともあって、短期間で完成することができました。水泳部
の生徒たちは、好条件のもとで十分な練習ができるようになりました。また、水泳部の練習がない日
には、上田蚕糸専門学校（現信大繊維学部）や、小県蚕業学校（現上田東高等学校）の学生生徒、近
くの尋常小学校の子どもたちや、地元青年団員、体育協会の許可証のある者なども、プールを使用す
ることができました。戦中や戦後の一時期には、主に東北信の旧制中等学校（現高等学校）対抗水泳
大会が開かれ、プールサイドには各校のテントが張られて、選手を応援する声援が遠くまで聞こえる
ほどの盛り上がりでした。また、諏訪形や三好町の子どもたちは時折、夜間にこのプールで水遊びを
していて、管理人から注意されたこともありました。

昭和４０年（１９６５年）、上田高等学校の敷地内に本格的なプールが完成し、このプールの役目
も終えて、昭和４３年（１９６８年）には廃止となり、長野県教育委員会へ引き継ぎました。現在で
は、この場所は埋め立てられて住宅が建ち、当時の面影はどこにもありません。

このプールの脇に上原和子さんという管理人が住んでいる建物がありました。諏訪形誌活用委員
の阿部和子さんは「ここによく遊びに行った」と話してくれました。阿部さんは小学生だった頃に
このプールで泳いだことがあるそうです。今井洋幸さんも「管理人の方が親戚にあたる方で、時々
遊びに行った」と話してくれました。



小菅訓導遭難事故と小菅訓導殉職記念碑
『諏訪形誌』 １５０～１５１ページ 「５ 小菅訓導殉職記念碑」

北浦地籍（諏訪形水防庫東側）の千曲川堤防沿いに、小菅訓導の殉職記念碑が建立されています。
この碑は、白壁づくりで、高さは避雷針部分を除いて１０．５５メートルです。

昭和４年（１９２９年）４月２４日、遠足帰りの上田市尋常高等小学校本校部（現第二中学校）の
一部の生徒たちが、近道をするために中州に架かっていた仮の板橋を渡り始めました。引率の教師が

注意をした矢先、ひとりの生従が誤って水かさの増す千曲川へ転落し、流
されてしまいました。これを目撃した引率の教師のひとり、小菅武夫がす
ぐさま救助に向かい、やっとの思いで生徒を助け同僚に託しました。しか
し、小菅は疲労と雪解け水の強く冷たい水流によって岸辺にたどりつけず
に水中に没してしまい、翌日、変わり果てた姿で発見されました。享年２
３歳、教師になって1か月足らずでした。

我が身を犠牲にして教え子を救ったという行為に対し、上田市をはじめ
各地の多くの教育関係者、市内の新聞社三社などが中心になって広く義援
金を募り、殉職現場近くの千曲川河畔に殉職記念碑を建立して、永くこの
偉業を後世に伝え、現在に至っています。

殉職記念碑の構造は基壇部を除き躯体は
コンクリート、モルタル塗装洗い出しとい
う工法で作られ、三段づくりに構築されて
います。初段の基壇部は高さ２．７メート
ル、幅２．７メートル、御影石積み、正面

には武夫が昭和４年（１９２９年）３月に、上田青年誌に寄稿した
「本願晩鐘」の最初の部分が、銅版に刻まれ、はめ込まれています。
また、右側には建立に至った経緯が銅版で、背面には工事請負い業
者二社の名前を黒御影石板に線刻したものがそれぞれはめ込まれて
います。中段部分の正面には、灰黒色の石板に、東京文理科大学（現
筑波大学）教授文学博士中山久四郎による、900字にも及ぶ殉職に
至った経緯を記した文章が線刻されています。上段は直径１．５８
メートル、長さ３．６メートルの円筒形で、正面には一辺４０セン
チメートルの正方形で灰黒色の石板6枚に、正三位勲一等学習院長荒
木寅三郎が、力強い書体で「鳴呼小管訓導」と揮毫をしたものがは
め込まれています。

小菅武夫の墓は上田市新町の向源寺にあり、墓碑の形は殉職記念
碑をミニチュア化したものです。また、小菅武夫については「小県
上田教育会館」内の「信州上田ふるさと先人館（入館無料）」でも紹
介されています。



殉職記念碑『本願』の原稿

写真は小菅武夫先生殉職六十周忌 「小菅武夫君」復刻版 上小教育会 より

若宮学校

『諏訪形誌』 ７５～７６ページ 「１ 初等教育の始まり」

諏訪形村や小牧村の子どもたちが御所村の亮功学校まで通学することは遠
距離で不便なことから、明治８年（１８７５年）、諏訪形村に「諏訪形学校」
が開校されることになりました。当初は民家を借りた学校でしたが、その後
子どもの数が増えたこともあって、明治１０年（１８７７年）には、若宮地
籍（荒神宮西側）に新校舎を建てることになりました。校舎の建設にあたっ
ては、小牧村６０７円、諏訪形村６７２円８５銭、枝村の須川１６３円３１
銭、合計１４４３円余の寄付金がありました。

翌年の３月には敷地面積４２６坪（約１４００平方メートル）、建物延面
積約４２坪（約１４０平方メートル）二階建ての新校舎が完成して、同年５
月に「智仁学校（ちじんがっこう）」と称して、開校しました。その後、明
治１５年（１８８２年）７月には校名を「若宮学校」と改名しました。



「若宮学校跡」の案内板
明治八年、諏訪形学校（智仁学校）が当地に開校し、諏訪形と小牧の六歳からの子どもたち百余

名が通学していました。
明治十年、当地の若宮地籍において新校舎の建設工事が始まり明治十一年三月に完成し、同年五

月に開校しました。その後、明治十五年七月、この場所が若宮という地籍ということから若宮学校
と校名が変更になりました。
若宮学校は敷地が約一四〇〇平方メートル、床面積延べ一四〇平方メートル、二階建てで一階に

は職員室、二階は裁縫室を含め四教室がありました。建物の地番についての記録はありませんが、
この若宮地籍にあったことは確かです。明治十九年通学制度が変わり、中之条に、城下と川辺地区
七か村が一緒になった中之条学校が新たに開校したため、若宮学校は閉校となりました。

「諏訪形橋」と「城下尋常小学校」 『三好町誌』より




